
サンプル 複式課程 第 2表 1／２ページ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

給与内容の確認 

複式教育課程編成の場合 

 

１．複式学級において特別な教育課程を編成した場合に限り複式型の給与が可能になる。 

２．複式型の変則的な教科書給与を行っている場合、二重報告や報告漏れがないよう、教育課程や前年の需要票を確認

し、正確な需要数の把握と報告に努めること。各校の事情があるため、設置者と学校は連携しながら需要数報告にあた

ること。 

３．いわゆる「先取り給与」を行っており、教科書の改訂により旧版の教科書と新版の教科書を使用する児童生徒が混

在し、学習に支障を来すことがある。特に採択替えが行われた場合はその影響が大きくなる。このような場合は、旧版

教科書を給与済みの児童生徒に必要となる新版教科書を再給与してもやむを得ないものと考える。なお、履修済みであ

れば再給与はできないこと。 

４．需要数報告は次年度を見越しての報告となるため、年度末や新年度に事情が変わった場合は、納入指示と給与に支

障が出ないよう、教育委員会、学校、取次供給所の三者で連携を取ること。 

５．新年度、新たに単式学級から複式学級になる場合、その教科書について履修済みであれば再給与できないこと。 

６．複式学級等において、教科書を通常使用する学年と異なる学年で使用する場合においても、通常使用する学年の需

要数欄に入力すること。 
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